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て第 1 部(第 2 章，第 3 章)で検討し，場面図式の形成のための情報獲得に関して第 2 部(第 4 章，第





























































































うな能動的な情報獲得・処理特性を， ~指向性のある認知的勢い: COGNITIVE MOMENTUMJ と呼
んだ。ここでいう指向性とは，必要な情報を積極的かっ選択的に獲得しようとする注視移動の指向性
(情報獲得のいわば拡がりに関する指向性)と，各注視点での処理を深めようとする指向性(情報獲得























脈の優位性: BEHA VIORAL CONTEXT SUPERIORITY j]と呼んだ。当研究では，瞬間認知における






章からなる。第 1 章では理論的枠組として経験図式と場面図式を提起しているが，第 2 章，第 3 章では経験







本論文構成の需要部分である第 5 章では，第 4 章から発展した中心視と周辺視の処理のダイナミック
スを明らかにするために，運転事態で無作為に提示された刺激光点に対する反応時間を求め，同時にア
イカメラ法で眼球運動を記録するという全く独自の実験手法を開発し，それを用いて得た反応時間，注
視時間，眼球運動を指標として，中心視での処理の深さと周辺視での探索準備性の関連を明らかにして
いる。第 6 章ではこれを説明する概念として「指向性のある認知的勢いJ，さらに視覚的認知が主体の
目的性と能動性，そして行動と情報獲得の時間的文脈に規定されることに着目して「行動の文脈の優位
性」の考えを提起した。
以上本論文はフィールドにおける実験的研究の困難さを克服する新しい手法を独自に開発し，実験デー
タに基づく新しい考え方を提出したことなど高く評価できる。よって，学術博士の学位を付与するに値
するものと認める。
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